
編集後記
今夏は猛暑の日々が続き，日本だけでなく世界各地で高温や豪雨などの異常気

象による被害が続出しました．「地球は沸騰化の時代に入った」という国連事務総
長 Guterres 氏のことばは人々に衝撃を与えましたが，各国が協力して地球の sus-
tainable に真剣に取り組む時期にあることをひしひしと感じます．

今号は，「第 24 回日本言語聴覚学会」の事後抄録と 3 編の論文を掲載しています．
同学会は愛媛県言語聴覚士会（会長林田聡氏）の主催で 2023 年 6 月 23・24 日に松
山市で開催されました．COVID-19 の感染法上の位置づけが 2 類相当から 5 類に
移行した後の開催で，この 3 年間で最多の来場者があったと聞いています．大会
テーマは「改めて考える『つながり』の重要性〜吾輩は ST である」であり，多彩な
プログラムからなる活気溢れた学会でした．会場でマスクを外しての口演，直接
対面しての質疑応答や久しぶりの知人との情報交換には感慨深いものがありまし
た．

世界に目を向けますと，米国では「ASHA 2023」が 11 月に Boston で開催されま
す．この学会の Web では「なぜ学会に参加するか？」について説明しています．
ここでは学会に参加する意義は，“最新の研究について学び，臨床技術を拡大し，
新しい成果（products）やリソースを見出し，同分野の人々と情報交換をし，これ
に加えて生涯学習の単位を履修する”ことにあるとしています．これはわが国の言
語聴覚学会への参加についてもいえることであり，学会参加は最新の学術情報を
得て知識・技術を高め，専門分野の人々が交流する貴重な機会といえます．

今号に掲載された原著論文は義歯装着と舌圧・嚥下機能等との関係を検討した
論文，聴覚性注意検査の開発に関する論文の 2 編です．また症例報告として頭頂
葉性純粋失書例が紹介されています．いずれも新しい知見を得た興味深い研究で
あると思います．
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